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CHAPTER_01 使いやすいテクスチャとパターンをつくる

034

No.003キャンバスに描いた文字

035

手描き風の輪郭を持つパスからパターン
をつくり、キャンバス地を背景にしたレ
イアウトにカラフルな文字を配置します。

キャンバスに描いた文字No.003

使用する主な機能

ラフ　パターン　拡大・縮小　回転
グラデーション 　ブラシ

バリエーション

制作・文：佐々木拓人（Con-Create Design）

パターンのベースをつくる

01「楕円形ツール」 でアートボードを

クリックし、［幅：3 mm］、［高さ：3 mm］

で適用して正円を描画し、［効果→パスの変

形→ラフ］で［サイズ：1.5％］、［詳細：

100 /インチ］、［丸く］を適用します。［オブ

ジェクト→アピアランスを分割］を選択し、

効果を確定しておきます。「選択ツール」

でo+s〔l+s〕を押しながらドラッ

グして真横に１つ複製し、［オブジェクト→

変形→変形の繰り返し］（y〔c〕+D）を

数回繰り返します。「ペンツール」 で複製

した正円に重ねるようにパスを描画してから、

「選択ツール」 で選択しy〔c〕+Dを押

して、正円の隙間におさまる数だけ繰り返し

ます。

02これらをすべて選択し、o+s

〔l+s〕を押しながらドラッグして真下に

複製します。y〔c〕+Dを押して３段目

をつくり、２段目を左に移動します。次に、

パターンスウォッチとして登録する範囲を示

す正方形を作成します。「長方形ツール」

でアートボードをクリックし、［幅：10 

mm］、［高さ：10 mm］で適用して正方形を

描画し、［カラーパネル］で［塗り：なし］、

［線：なし］に設定し、［オブジェクト→重ね

順→最背面へ］で最背面に移動します。

03 パターンの範囲を編集します。最背

面に移動した正方形と、１段目の左から２番

目の正円を選択してから、もう一度同じ正円

をクリックして整列のキーオブジェクトに指

定します。［整列パネル］で［水平方向左に

整列］と［垂直方向上に整列］をクリックし

ます。［表示→アウトライン］（y〔c〕

+Y）でアウトラインモードに変更し、最背

面の正方形を選択します。［表示→スマート

ガイド］がオンになっていることを確認し、

バウンディングボックスまたは「ダイレクト

選択ツール」 で大きさを変更します。正方

形の右辺は左から３番目の正円の左端、下辺

は３段目の正円の上端に合わせます。この長

方形の外側にあるオブジェクトを選択し、

d〔d〕を押して削除しておきます。

04 y〔c〕+Yを押してプレビュー

モードに戻し、正円とその間のオブジェクト

を［塗り：白］に変更します。これらをすべ

て選択し、［スウォッチパネル］にドラッグ

＆ドロップして、パターンスウォッチとして

登録します。

正円を描画

パターンの範囲にするための正方形を描画
する。

間隔を空けて真横に1つ複製し、変形の繰り
返しを数回行う

赤で示したような形のパスを描画する

真下に複製して3段に

最背面に移動した正方形と、1段目の左から
2番目の正円を選択

正方形の右辺を隣の正円の左端、下辺を３
段目の正円の上端に合わせる

パターンにする範囲の外側のオブジェクトは
削除

2段目を左にずらす

［整列パネル］で［水平方向左に整列］、［垂
直方向上に整列］したもの

変形の繰り返しで円の隙間の数だけ複製する

正円にラフ効果を適用し、アピアランスを分割しておく

効果メニューで設定した効果は［アピアランスパ
ネル］から何度でも編集できますが、［オブジェ
クト→アピアランスを分割］を選択することで、
効果を適用した後のパスが作成され、効果の編集
はできなくなります。

［整列パネル］のボタンをクリックする前に、選
択されている２つ以上のオブジェクトのうち動か
したくないものをもう一度クリックしておくこと
で、キーオブジェクトに設定できます。キーオブ
ジェクトは、整列のボタンをクリックしても移動
しません。

T I P S

白に変更したオブジェクトと最背面の長方形
を選択し、［スウォッチパネル］にドラッグ＆ド
ロップ

1

C
H

A
P

T
E

R
_0

1

001
002

003
004

005
006

007

c1_003.indd   34-35 09.6.23   4:48:58 PM


